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資料ー２

保護林等における生物多様性の観点からの評価手法について（案）

No 保護林等の 考えられる 現状等の例 今後の取組方法
区分 調査手法

１ 植物群落 ○ 指 標 植 物 を 設 定 ○崕山ではプロットを設けて ○必要に応じ、保護対象植物の
保護林 し 、 そ の 生 育 を 調査事業実施 生育調査、周辺森林、土地利

調査 ○レブンアツモリソウでは森 用の状況調査等を検討する。
（レブンア 林総研北海道支所によるＤ ○既存の研究情報を収集すると
ツ モ リ ソ ○ Ｄ Ｎ Ａ マ ー カ ー ＮＡ分析事例がある。 ともに、関係研究機関と連携
ウ 崕山等 を活用した調査 の上、希少性、重要性の高い、 ）

ものについては遺伝子レベル
の調査を検討する。

２ 特定動物生 ○ 対 象 と す る 動 物 ○保護林以外での動物の生息 ○関係機関との情報交換を密に
息地保護林 の生息数調査 数調査例としてはオオタカ するとともに、必要に応じて

（ 森 林 総 研 北 海 道 支 所 、 対象動物及びその生息環境に）
（シマフク ヒグマ（北海道大学）等が ついてモニタリング調査の実
ロウ生息地 ある。 施を検討する。
保護林等）

３ 林木遺伝資 ○ Ｄ Ｎ Ａ マ ー カ ー ○林木遺伝資源保存林ではミ ○既存の研究情報を収集すると
源保存林 を活用した調査 ズナラ及び、シラカンバ、 ともに、関係研究機関と連携

、 、アカエゾマツの一部で遺伝 の上 必要な箇所については
子分析による分析事例があ 遺伝子レベルの調査を検討す
る。 る。

４ 森林生態系 ○ 動 物 相 、 植 物 相 ○設定時に調査を実施 ○保全利用地区のバッファー機
保護地域 ご と の 総 合 的 な 能を含め、設定効果を含む総
及び森林生 調査 合的な調査を検討する。
物遺伝資源
保存林

５ 緑の回廊 ○ 回 廊 に お け る モ ○支笏・無意根及び知床半島 ○必要性を踏まえ、計画的にモ
ニ タ リ ン グ 調 査 については、平成14年度－ ニタリング調査を実施

18年度の５年間実行 ○今後のモニタリングに向けて
○大雪・日高「緑の回廊」は 全道レベルでの希少種の再評

平成18年度より実施中、５ 価や遺伝解析手法などの活用
年間の予定 を検討する。
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No 保護林等の 考えられる 現状等の例 今後の取組方法
区分 調査手法

６ 一般の天然 ○ 森 林 資 源 モ ニ タ ○試行的に植生図上にプロジ プロジェクト実施予定箇所で
林 リ ン グ 調 査 の 活 ェクト実施予定箇所でのモ ○森林現況等植生図の作成

用 ニタリング調査地をプロッ ○現地に関する既存データと人
ト 為的因子の収集・分析

○ エ ゾ シ カ 、 ヒ グ ○森林資源モニタリング調査 ○植生調査等必要な現地調査
マ 等 の 生 息 数 の のデータを活用し、エゾシ ○森林再生、生態系再生に向け
調査 カ、ヒグマ等の生息、被害 た手法の提案、試行

の状況を把握
○ 森 林 Ｇ Ｉ Ｓ の 活 ○北海道が実施している全道

用 におけるエゾシカ、ヒグマ 森林環境保全ふれあいセンタ
のデータを把握 ーでは 自然再生事業等とし

○森林ＧＩＳの整備が進み、 て一部同様の取組を実施中
一部で森林計画を立てる際
の地況林況調査の優先順位
付けなどに活用。一方緑の
回廊周辺などの施業林分の ○新たな森林生態系保護地域等
図化を行ったところ、施業 の設定の必要性の有無につ
履歴等の反映状況が思わし き、既存の調査データをレビ
くなく使えなかった また ューした上で必要な調査を検。 、
希少種の情報不足、データ 討する。
処理量が膨大となる課題も
ある。 ○過去の施業等により原植生又

は本来の生物群集への更新不
能の状態にある地域の有無に
つき、調査等を行い、その調
査結果を踏まえ、今後の施業
のあり方につき検討する。
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保護林等における生物多様性の観点からの評価手法について（参考）
ー林野庁保護林モニタリング調査マニュアル（素案）より抜粋版

No 保護林等の 保全管理の基準 指標 調査方法
区分

（ 、１ 植 物 群 落 保 護 ○保護 対象の植物が健 ○保護対象群落の生育調査 ○基礎調査 既存資料の収集
林 全に生育しているこ ○周辺森林、土地利用の状 整理、森林情報図の作成、

と 況調査 以下同じ）

○現地調査（毎木調査、林分
構造調査、稚幼樹調査、植
生調査、林内照度調査等）

２ 特 定 動 物 生 息 ○保護 対象種が健全に ○対象動物の生息状況（繁 ○基礎調査
地保護林 生息していること 殖 状 況 、 生 息 環 境 の 状 ○現地調査）

○対象動物の繁殖地又 況 ・森林調査（林分構造調査、
は生息地環境が保全 ○周辺森林、土地利用の状 植生調査）
されていること 況調査 ・動物調査（対象種の生育確

認調査等）

３ 林 木 遺 伝 資 源 ○保存 対象樹種に係る ○保存対象種の個体数、密 ○基礎調査
保存林 遺伝資源が保存され 度 ○現地調査（毎木調査、林分、

当該樹種が健全に生 ○周辺森林、土地利用の状 構造調査、稚幼樹調査、植
育 況調査 生調査、林内照度調査等）

（遺伝子分析を除く） （毎木調査は必須）

４ 森 林 生 態 系 保 ○原生 的な天然林を広 ○原生的な森林の面積、林 ○基礎調査
護地域 範囲に保全 分構成 ○現地調査

○森林生態系の健全さ ○植物の生育状況、希少植 ・森林調査（調査対象林分を
（ 森 林 生 物 遺 物の生育条項、動物の生 基礎調査から抽出ー毎木調
伝資源保存林 ○適正な保全、利用 育状況、希少動物の生息 査、林分構造調査、稚樹植）

の有無 生調査、植生調査等）
○動物相、植物相ごと ○利用動態（利用者数、経 ・動物調査（基礎調査から調

の総合的な調査 路、時期等） 査対象種を選定ーアンブレ
、 、 ）ラ種 指標種 希少種など

・利用動態調査（基礎調査を
もとに必要性を判断）

５ 緑の回廊 該当なし

６ 一般の天然林 該当なし

注： 林野本庁で上記項目の調査につき、５年間で保護林を一巡するように実施することを検討中


